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第２四半期業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 
 

 平成 28 年５月 10 日に公表いたしました平成 29 年３月期第２四半期累計期間（平成 28 年４月１日～

平成 28 年９月 30 日）の業績予想と実績に差異が生じましたので下記の通りお知らせいたします。 

 

 

●業績予想と実績値の差異について 

平成 29 年３月期第２四半期累計期間連結業績予想数値との差異（平成28年４月１日～平成28年９月30日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属

する四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 
 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想 (A) 

(平成 28 年５月 10 日発表) 
102,000 1,300 900 500 21.11 

今 回 実 績 (B) 97,185 1,930 984 1,177 49.76 

増 減 額 (B-A) △4,814 ＋630 ＋84 ＋677  

増 減 率 (%) △4.7% ＋48.5% ＋9.4% ＋135.5%  

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成28年３月期第２四半期) 
108,516 3,268 2,764 △3,305 △139.57 

※平成 28 年 10 月１日を効力発生日として、普通株式 10 株につき１株の割合で株式併合を実施したた

め、前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定して

います。 

 

 

差異の理由 

 平成 29 年３月期第２四半期累計期間につきましては、自動車・産業機械部品事業において建設機械

用足回り部品等の販売数量が想定以上となったため、営業利益は当初予想を上回ったものの、円高進行

に伴い外貨建資産に為替差損が発生したこと等によって、経常利益はおおむね当初予想どおりとなりま

した。また、一部の固定資産の除却が第３四半期以降にずれ込んだこと等により、親会社株主に帰属す

る四半期純利益につきましては当初予想を上回りました。 

 なお、平成 29 年３月期の通期連結業績予想につきましては、事業セグメント毎に増減益の要素があ

り、為替相場も先行きが不透明であるため、前回発表予想から変更しておりません。 

 

 

以  上 


